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私が少年時代に「尾野瀬はんには,昔大きなお寺があったが ,上佐の

長曽我部に焼かれてしもたんや」と誰れから聞いたともなく耳にしてい

まして ,莫然とではあるが,心の中にそんなお寺を想像 していました。

一昨年 ,町が実施 している尾野瀬山開発で,林道工事に従事 していた

小泉建設の増田三千蔵氏が土中から掘 り出した壷を,県教育委員会文化

行政課の松本豊胤先生が ,貴重なものだと云うことで,鑑定の結果 ,鎌

倉時代に宋より渡来 した「白磁四耳壷」であることが判 りました。 これ

迄に皿や瓦等の破片が地元の人々で発見されている点等から推定 して ,

寺院があった事は,ほ ぼ間違いないと思われます。

このような事があって,松本先生のおすすめで ,国の補助金を頂いて

「尾ノ背寺跡」の発掘調査を昭和54年度事業として実施することになり

ました。

文化財遺跡の調査は,仲南町としては初めての事でして,技術も知識

も全々ないので,県文化行政課の御指導 と,伊沢肇―,斉藤賢一両先生

の熱意 と御尽力によって,調査を無事終了致 しました。

此処に調査結果を集録 して,小冊子 と致 しました。関心を持たれる ,

各方面の方々に御活用頂ければ,幸甚に存 じます。

最后になりましたが,本調査に御尽力下さった県教育委員会 と,直接

担当頂いた,松本 。伊沢・ 斉藤 ,各先生に哀心より厚 く御礼申し上げま

す。

昭和55年 3月

仲南町教育委員会教育長

山 原 義 則
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1.本書は仲南町教育委員会が,昭和53年度におこなった緊急調査及び昭不B54
度に国庫補助を受けておこなった尾ノ背寺跡発掘調査の概要である。

2.調査は,香川県教育委員1会文化行政課副主幹松本豊胤の指導の ,も と,同課職

員伊沢肇―,斉藤賢―が担当した。

3.本書の作成にあたって,実測図の整理・ 出土遺物の実測・写真・ トレースな

どは伊沢・斉藤が分担した。

なお,Ⅲ -2-(1)を伊沢が, I,Ⅱ ,Ⅲ -1,Ⅲ -2-(2),Ⅳ を斉藤が分担

執筆した。
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位 置 と環 境

香川県は四国の北東部に位置し,気候温和で,海上交通の要路である瀬戸内海に面していた

こともあって,古来から文化の開けたところである。

尾ノ背寺跡のある仲南町は西讃に在って,海上交通の守護神として名高い金刀比羅宮を擁する

琴平町の南に位置する。周囲を山に囲まれ,僅かに金倉川に沿って北に開けた盆地状地形に在

る仲南町は,山 の多い香川県にあって中でも平野の少ない山間の町である。 しかし,古来から

讃岐と阿波・ 土佐を結ぶ幹線がここを通り,今 日も高知への国道が走る町でもある。

さて,遺跡の立地する尾野瀬山は仲南町の南部にあって,讃岐と阿波を隔てる阿讃山脈から

北へ派出した一支脈に属し,標高 577mを測る。この山は,麓を西に流れる財田川に急俊な傾

斜角をもってせり出しており,川 に注ぐ沢山の谷を擁 している。

この山からは,眼下の満濃池のほか讃岐富士で知られる飯野山が丸亀平野に浮かぶ姿や,瀬

戸の島々,さ らには吉備の国までも眺めることができる。

一方これを地学的に見ると,阿讃山脈は和泉層群に属しており,こ れより派出する尾野瀬山

も堆積岩の地層である泥岩層から成っている。 したがって,尾野瀬山の近辺からは中世代白亜

紀の化石が出土することが知られている。 しかし,そ れ以降の遺跡には乏しく,僅かに買田峠

古墳が知られているにすぎない。

古代から文化の香り高かった讃岐国に在っても阿讃山脈に閉ざされた仲南の地は,中世にな

ってやっと遺跡もところどころに見られるようになる。山脇村の山脇城,本目村の本目城,新

目村の新目城などの山城や,法然堂 ,法照寺 ,回宗寺等の寺院も文献に見える。

調 査 の 経 過

仲南町大字七箇字辻尾を地番とする標高 577mの山は,地元の人々には「尾ノ瀬はん」とし

て親しまれている。現在,こ こには久保地区等の氏神を祭る尾野瀬神社が営まれている。明治

の頃には相撲大会も開かれて,沿道には参拝者の列が続く賑わいをみせた神社の祭礼も,今で

はすっかり昔の面影を失なっている。 しかし,周辺の人々からは今も雨乞いの神様として深い

信仰を集めている。その神社の境内には,近・ 現代の瓦や陶磁器に混って古い瓦や輸入磁器が

表採されることが知られていた。

かってここに寺院が建立されていたことは文献にも見え:地元研究者の間では表面採集され

る遺物やテラス状地形・石垣等の遺構によって周知されていた。 しかし,その資料の限界から

寺院の性格・ 規模を把握するまでには至っていなかった。

Ⅱ
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第 1図 遺 跡 位 置 図
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昭和53年 8月 ,送電線用鉄塔の建設工事が尾野瀬山の通称「墓ノ丸」でおこなわれた際,石

積みの中から白磁片が発見された。報告を受けた地元仲南町教育委員会と県教育委員会では ,

早速現場の保存をはかるとともに文化庁へ報告 し,同年 9月 15日 ～ 9月 23日 まで緊急調査をお

こなった。調査は白磁片の発見された石積みを中心におこない,残 り破片や若干の須恵器片 。

土師質土器片を得た。 さらに,石積みの規模・ 構造を明 らかにするとともに,こ れが尾ノ背寺

にかかわる遺構であることを明 らかにした。 しか し,こ の調査によっても尾 ノ背寺の規模・ ′
l■

格はなお明確ではなかったので ,こ れを明 らかにし,史跡として保存するためにさらに調査を

おこなうことになった。

昭和54年度の調査は,仲南町教育委員会が主体となり,県教育委員会の援助のもとに国庫補

助を受け,同年10月 8日 か ら11月 8日 までおこなった。遺跡の範囲を明確にするために,調査

の重点を遺跡推定地域の地形測量と遺構の検出に置いた。調査区は,尾ノ瀬神社境内東斜面に点在

する平坦地を選び,第 1調査区と第 2調査区を設定 した。 (第23図 )斜面に築かれた平坦地は

長年の上砂流と戦後間もな くおこなわれた杉・ 檜の植林によって者 しく攪乱を受けていた。 こ

のため,遺物の出土状況は悪 く,遺構の検出も困難を極めた。 こうした条件のもとで,第 1調

査区か らは建物礎石と石列が,ま た第 2調査区からは石ア1が検出された。

註(1)「全讃史」 P391

註(2)鎌倉時代の僧道範の著 した『 南海流浪記 』宝治 2年 11月 17日 の項に
,

尾ノ背寺参詣。此 ノ寺ハ大師善通寺建立之時 ノIlh山 云云o本堂三間四面,

本仏御作 ノ薬師也o三間の御影堂,御影井二七祖又天台大師 ノ影有 レ之。
とある。 (「香川叢書」巻一)

また,江戸時代に書かれた『 古老伝旧記』には次のようにある。

尾野瀬寺之事

讃州那珂郡東七カ村之内,本目村上之山

如意山 金勝院 尾野瀬寺 右寺領 新目村 本目村
一、本堂 七間四面  一、諸堂数  々 一、仁王門  一、鐘楼堂  一、寺

跡数  々 一、南之尾立に墓所数々有  一、呑水之由名水ニカ所有

右尾野瀬寺は日浦に有,是は山協分,其後本目村之内分後と云所に寺有之由,両
所共に旧跡有之也。 (「新編香川叢書」史料篇(→)

-3-



査調掘発Ⅲ

1.昭和 53年度 の調 査

(1)遺跡の概要

昭和53年度の調査は,送電線用鉄塔建設工事に伴う緊急調査としておこなった。尾ノ背寺

本堂跡に推定される尾野瀬神社境内は,標高 577mを測る山頂部から約60m程下った東斜面に

在る。「墓ノ丸」はここから,さ らに40m程下った北東に延びる尾根上に在って標高480mを

測る。雑木を伐開した約 600m2の 範囲には,河原石を用いた六基の石積みが確認される。 (第

2図 )白磁片の出土 した石積みは尾根の主軸線上に在り,な かでも比較的保存状態が良好で ,

現模も最大と思われるものであった。

(2)遺構について

伐開されたところで確認された六基の石積みの形態は多様で,ほば円形を呈するものや方形

を呈するものなどがある。またその規模も一様ではなく,径 2.5m～ 5mを測る。 しかし現状

では,石積みの高さはともに低く,およそ2儀もOcmを測る。石積みに用いられている石材は,

一部の泥岩を除くと,と もに編平な砂岩であり,角 がとれて丸みを帯びていることから麓を流

れる財田川の河原から運ばれてきたものと思われる。大きさは径10～30cmを 標準とするが,中

には径50cmに 達する大きなものも用いられていた。形はすべて偏平で,厚さはほぼ10cmを 標準

とする。また,重量の平均はおよそ 2 kgを測る。

今回調査をおこなった石積みは,尾根のほば中央部に位置し,や や北の斜面に重心が寄った

感を呈する。周りの石積みに較べるとやや大きめで,径約 5mを測る。石積み基底周縁部では

大き目の石が用いられ,直線を意図して四辺を構成するように並べられていたが,積み上げら

れた石全体としての規則性は認められなかった。その原因としては,本来規則性がなかったと

する考え方のほか,後世の盗掘もしくは木の根による攪乱が考えられる。積み上げられた形態

そのものが低く,崩壊 した感を受けることから推定すると,後者の可能性が強いように思われ

る。石積みの下はすぐ地山面であった。第 3図 の断面からもわかるように,地山は尾根筋から

少 し北寄りのところで比高差約1.5mの段を形成しており,石 はこの段に沿って積み上げられた

ように重ねられていた。 したがって,こ の段のところで石積みは最も高く,4～ 5段を数える。

そして,周縁部に向かうに従って 1～ 2段に減じて低くなっている。全体として石積みに厚み

はなく,押 し潰された感を呈す。

地山面に掘り込まれた遺構は検出されなかった。 したがって ,白磁四耳壷をはじめとする遺

物の埋置遺構は石積み中にあったことが想定されるが,調査前の工事によって壊されていて検

出できなかった。

遺物はすべて石積みの中央部分から出上した。発掘の契機となった白磁四耳壷 (第 5図 1)は
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工事中偶然出上 したもの,そ の後仲南町の予備調査により出上 したもの,そ して本調査で出土

したものの破片を接合したものである。ともに石積み下部の混乱土層から出土 しており,攪乱

のあとを示 している。本調査で出上 した遺物には白磁四耳壷のほか,第 5図に掲げた須恵器と

若子の上師質質土器片が出土 している。これら遺物の出土状況も,こ の石積みが自然又は人為

的向乱を受けたことを示 している。周りの石積みについても,今回調査 した石積みと同様の状

況を示 |ていることから類推すると,同様の鳴乱を受けていることが考えられる。

(3)遺物について

今回の鋼査により出上 した遺物の中で特に注目されるのが白磁四耳壷である。残念ながら底

部を欠損しているが,高さはほば25cmを 沢1る ものと推定される。国縁部径は約10cmを測る。内

面には体部下端より肩部にかけてやや深めの螺旋状のロクロロ調整が施されているほか,頸部

下端近 くに一条の沈線が経められる。外面にも内面同様の位置にロクロロ調整の跡が見 られる

が,内面に較べると浅い。肩部にはほぼ四等分された間隔で手捏ねの耳がつけられている。そ

のうち 1個 は欠損している。内外壁ともに灰緑色の釉がかけられているが,内壁の一部にはかか

っていないところも見られる。やや外反気味に立ち上った頸部,国緑部のひねり返 し,肩の張

り具合等の形態的特徴は,保元元年 (1156)の 経筒を伴出した松山市石手町経塚出上の白磁四

耳壷に通ずるものがあり,12世紀の年代を設定することができるものと思われる。

四耳壺に共伴した須恵器は第 5図 2～ 5で ある。 2は口縁部がやや厚ばったい「 く」の字状

を呈する壷である。肩の張りはあまり見られず,胴部から底部にかけて単調に落ちるものと推

定される。体部内外面ともに丁寧なヨコナデ調整が観察される。内面は特にナデの跡が明瞭に

見 られる。底部は欠損 しているが,3も しくは5タ イプのものに接合できるものと思われる。

3は甕もしくは壺の底部である。内面には横ナデの痕跡が頭者である。外面にもナデ調整が観

察されるが,底部付近にはヘラ状工具による陵方向の削り調整がなされている。底部には不定

方向のナデ調整の痕跡が見 られる。焼成はやや軟質で,底部は瓦質に近い焼きとなっている。

4は片口壷である。成形後指先で押さえて注口を造り出している。体部内外面ともに横ナデ調

整がおこなわれているが,内面下半にはヨコナデエ具の跡と思われる調整痕が観察される。ま

た,外面下半にも不定方向のナデ調整が見られる。 5は底部である。比験的直線的な立ち上が

りを呈 しており,体部の張りがあまり見られない。体部内面には横ナデ調整がおこなわれてい

る。体部外面は横ナデ調整がおこなわれた後 ,ヘ ラによる上から下方への縦方向の削り調整が

おこなわれており,横ナデの痕跡は底部付近に認められるに過ぎない。 この横ナデ後の削り調

整は全体としてナデに近いが,特に体部上半にいくに従ってその傾向が強い。6は土師質土器

である。胎土には砂粒を多く含み,焼成はやや軟調である。外面の底部と体部下端に指頭圧痕

が見 られるほかは横ナデ調整がおこなわれあいる。

墓ノ丸から出上 した須恵器は,平安時代以降の様相を呈 しているが, 2と 4は県下に類例が

見られず,tとっきりとした時代比定はできない。

-5-
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註(31 県下に於ける白磁四耳壺の出土例は

寒川町衰神神社出土のものに次いで 2

例目である。

蓑神神社出上の四耳壺は現在寒川町

教育委員会に保管されているが,寄贈

者の秋友光雄氏が昭和25年頃自宅前の

採土現場で発見したものである。採土

業者が土取 りを していた折畳半分 くら

いの石を取り除いた翌朝口縁部が出て

いたのを掘り出 したとのことである。

この上取 りに際 して蓑神神社から北
へ延びる尾根上の古墳 2基が壊された

らしい。四耳壺の出た地点は, この尾

根の東裾に位置 し,南の衰神神社に向

かう細い参直になっているところで ,

「庵の屋敷」とい う地名が残っている。

近くには極楽廃寺跡があり,自磁の合

子が出土 したとの伝承がある。

蓑神神社出土の四耳壺は高さは26.8

cn,口縁径 11 4cmを 測 り,灰縁色を帯

びる釉が体部内外面から口縁部にかけ

て施されている。

註(4)『 日本出上の中国陶磁 』東京国立博

物館。

0         10CM

第 5図 衰神神社出土四耳壷実測図
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2.昭 和 54年度 の調 査

(1)遺   構

昭下日53年度の「墓の丸」につづいて,今年度 (54年度 )は ,「墓の丸」の南側谷筋にある標高

470mを測る平坦地 (第 1調査区 )と 尾ノ瀬神社のすぐ下の標高 520mを測る平坦地 (第 2調

査区 )の 2ケ所を発掘調査 した。両調査区とも植林 した杉の本立が覆い調査は困難を窮めた。

第 1調査区

第 1調査区は,尾 ノ瀬神社から急峻な谷を下った平坦地に設定した。尾ノ瀬神社との最大比

高差は約60mを測る。この平坦地は,南北長351n3,東西幅10m,面積 300H12ぁ る。調査を開始

した時には森林総合利用促進事業の工事中であり第 1調査区内の杉木立の間をブル トーザによ

って削平された幅 2mの林道が走っていた。

平坦地の東狽1に は石垣が約30mに わたって築かれており,高 さ2.0～ 23mを測る。石の積

み方は,自然石 (天石 )を利用した乱層野面積みで80度 -82度の法をもたせている。石垣上端部

は所 崩々れて亡失している,石垣築造の際整地層と考えられる黄茶掲色土層を掘り込んで基底

部を構築し野面積みにしている隙間には砂岩の小塊を詰めている。石材は阿讃山脈を形成する

和泉層群の砂岩,泥岩を利用しており,サ イズは,長さ100 cm,幅 50cmの 大型のものから,10

cm～15cmの 小振りな砂礫のものまで種々雑多である。

また,平坦地の南端付近には約10mに わたって,径 1.5～ 2.Om程ある砂岩の自然石がその

01wI

第 6図  第 1調査区 トレンチ配置図

庁′ヽ
　
　
ヽ
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まま利用されており,石垣の役目をはたしている。

調査にあたっては,南北に14m× 2m,6m× 4m,東西に8m× 2皿 ,6m× 2m,4m
×2mの A～ Fト レンチを設定し,都合約 100m2の 範囲を試掘 した。

a.礎  石

礎石は,平坦部ほぼ中央より合計 9個検出した。桁行 4間 ,果行 2間の規模をもつ礎石建物

であることが判明した。側柱礎石間の心心距離は,南北8.40m,東西3.90mを測り,柱間の平

均距離は,南北2,10m,東西1,95mと なる。わずかであるが南北の礎石間心心距離が長い,そ

して礎石の寸法は大きいもので60cm× 60cm,小 さいもので30cm× 35cmの ものを使用 している。

礎石の石材は,尾ノ背山を形成する砂泥岩の自然転石の中で特に偏平なものを採用しており,

礎石上面の造り出し工作は施されていない。

礎石の築成に際しては,地山直上に据えているが根石を入れて安定をはかっている。

礎石の残存状態は良好であるが ,当所は,杉や桧の植林が幾度となく行われている関係から

か,礎石 6個が欠損している。このことから,建造物は,E-6生 Sを正面にして建立 してい

0                1M
|

田

調査区石垣実測図第 7図 第 1
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たと考えられる。

b.石  列

礎石建造物の東側,側柱礎石から0.7m東へ寄った位置に,礎石列に並んで高さ1&m～20cm

長さ6.50mを潰1る 1段の石列がある。

石列は,砂岩の不整形な自然石を使用しているが巧みに組み合せ,外側の面を一直線に調整

している。そして石列のほぼ中央部 1,8m間 は,他より大型の石を頑丈に据え付け,両側端に

比較的偏平な石を「仕切石」として横長に立てて築成している。他は,一辺約2∝ m-30cm程の

小石を小石積にほぼ地山に築いたもので,石積の隙間や地山との隙間には,花向上と粘土質の

上とを混合したと思われる上で丁寧に塗り込めている。列石は現状では一部破損欠落し点在的

であるが,本来は一直線上に連絡してのびていたものであると考えられる。

また,石列を境に,内慎1の礎石建造物が存在 していた所は,外側に比べややレベルの高まり

をみせている。

石列は,礎石建造物を取りまく土壇というより,境の仕切りとしての役目が考えられる。

c。 上 層 序

第 1調査区において確認された土層層序は遺構内の堆積土を別にして基本的には3層認めら

れる。

第 1層は平均して層厚10cm-15cmほ どである,樹根の多い腐植攪乱土層で暗灰黒色の色調を

帯び多くの小礫を含む,第 2層は厚さ20cm-3∝m,再二の植林による攪乱と,土砂流による攪

乱を受けており若子の上師質土器が包含されている。色調は茶褐色を呈す。土質はパサパサ

し粘性が少ない。

第 3層 は,層厚15cm～20c耐 ,やや粘質のある黄茶褐色土であり,し まりがある。 この層も樹

根により若干攪乱を受けている。

第 2調査区

尾ノ瀬神社のすぐ下の谷筋に左右 2ケ所の平坦地がある。 1つ は第 2調査区に設定 した個所

であり,他は,神社本殿のすぐ下,標高 523m,面積約 550m2を測る平坦地で,地元では「相

撲取り場」と称している。

第 2調査区は,標高517m,尾 ノ瀬神社 (標高 530m)と の比高差13mを測る。面積約 145

m2の平坦地に設定 した。この調査区は,第 1調査区に比べ面積は約半分と狭いが,尾 ノ背寺本

堂跡に比定されている尾ノ瀬神社境内に近 く遺構の検出が期待された。

この平坦地には,杉木立や桧が鬱蒼とし,枝打ちした枯木が狭い平坦地を埋めつくしている。

その下から瓦片が多く表採できる。 しかし,どの瓦片も永い年月の風化作用により摩耗が著 し

時ヽ。

平坦地の南東隅崖に石垣が幅3m,高さ 2.5m残存 している。本来は,平坦地の崖線上をめ

ぐっていたと考えられるが現在は,大部分が亡失している。現存する石垣は,上端のほぼ中央

-16-
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第10図  第 2調査区 トレンチ配置図

部が凹形状になっており,排水溝の一部ではないかと思われたが確認はできなかった。

石垣は,第 1調査区と同種の砂岩・泥岩の自然石を使用し,乱層野面積みの工法で構築して

いる。その際整地層と考えられる明黄土色土層を掘り込んで基底部を構築 している。石垣の基

底部は者 しく前方に迫り出しており,石垣全体をみると,基底部では偏平な石を丁寧に積み上

げているが,上端部は礫を乱雑に積み上げ,砂岩の小塊を全面につめている。

石垣から下方は,急斜面となって第 1調査区のある谷へと連絡 している。その急斜面には

コンタに添って石組が数ケ所築成されているのが認められる。いずれもかなりの部分流失して

おり遺存状況はよくない。かって,尾 ノ背寺本堂への道筋であったと伝承されている所である

だけに,本堂への階段でないかと期待がもたれたが,決定するには未だいたっていない。 しか

し,こ の斜面から,土砂にまじって多くの瓦片や,白磁片,青磁片,土師質土器などが表採で

きるので今後注目したいところである。

第2調査区の発掘調査にあたっては,平坦部に4m× 2mの トレンチをA～ F,縦横に設定

し,精査した。その結果,略東西に並ぶ長さ2.3mの石列と,3つの上拡及びピットを検出し

た。

さ
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７
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第12図  第2調査区石列実測図

a.石  列

石列は,Bト レンチとEト レンチにわたって確認された。この石列はN-46生W方向に並が,

長さ2.3mぁ り,面を南西に向け南東から北西に走向し,さ らに北西端から北東方向へ直角に

折れ曲がっている。しかし,北東にのびる石列は2石を残 して他は欠落している。石材と大き

さについては,30cm× 20cmか ら10cm× 20cmの割合偏平な砂岩を配列 している。この石列も,第

1調査区で検出されたものと同じ小口積みの単列石列で,石列の内側が外側よりも若千 レベル

の高まりを見せている。

また,石列の西側には,土壇状遺構の高まりを見せている土層が観察できた。土壇状遺構部

は,黄土色を呈 した粘質上で,周辺部の有機物を含有した黒茶褐色土と明瞭な相異をみせてい

るので土壇状高まりの外装遺構の検出をはかったが,痕跡を確認することはできなかった。ま

た,土壇の外周にしばしばみられる雨落ち溝等の遺構は,調査区の拡大が困難なこともあって

判明できなかった。土壇かどうかの判定は慎重な検討を要するが,少 くとも尾ノ瀬寺がかって

存在し,当平坦地に寺院関連の施設が所在 していたと推定できる。

b.土  拡

土拡は第 2調査区より4ケ所確認された,土拡中には,焦土,木炭,石 ,′ 土器片,平瓦片な

どが投げ込まれている。どの土拡も不整形で土拡間の位置関係や掘り方など規則性は見られな

かった。

SK001土拡

Aト レンチの北東隅に位置し,黄茶褐色土から掘り込んでいる。 トレンチのすぐ外側に山道

があり発掘範囲の拡大が困難であったので全体を確認するに至らなかったが北東方向へさらに

＼ゞ」Ａ
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広がりをみせる。

土拡の埋土中より,人頭大の砂岩,瓦片,土師質土器の出土をみた。遺物は土坑の中で一番多

く検出した。また,土拡の北東隅から赤褐色を呈した焦土と木炭を検出し猛

SK002土拡

Cト レンチの北西隅に位置し,長径1.25m最深部

“

cmの瓢箪形の土拡で,土拡堆積土は灰黒

色の粘質土である。土拡内の4∝m× 30cmの砂岩の下―より,平瓦片,土BTe土器 (かわらけ)が

出土した。さらに,焦土と少量の木炭を包含した茶褐負十が埋土中に混入しているのが観察で

きた。

SK003土拡

Dト レンチの東よりに位置し,長1径 1.25m,短径0.75m,深さ20em程の浅い不整形土拡で ,

整地上を掘り込んでいる。上拡堆積土は灰黒色土でやや粘質性がある.。 多くの礫とともに,土

師質土器や平瓦片,釘が検出された。

-22-



(2)遺物について

出土状況

第 1調査区及び第 2調査区に於ける土層序は比較的単調なものであったが,各土層に包含さ

れる遺物には混乱が見られた。 このことは,尾野瀬神社東麓斜面一帯の表土層に古瓦や輪入磁

器あるいは須恵器土師質土器の破片が見られることからも明らかなように,上方からの土砂の

流入に伴うものである。尾野瀬山一帯の上質は主に泥岩風化土層で,流水に浸蝕されやすく,

遺物が混入しやすい性質をもちている。

第 1調査区における遺物の出土量は第 2調査区に較べると,第 1層から地山直上面まで平均

して少ない。 このことは遺物分布の中心が第 1調査区近辺ではなく,む しろ第 2調査区近辺で

あることを示 している。すなわち,こ の分布状態から,遺跡の中心は現在尾野瀬神社が建立さ

れている標高約 530mの平坦地であろう推定に確証を与えることができる。

第 2調査区では表面に径30～50cm大の砂礫が散乱 していたが,遺構に伴うものではなく,各

1

4

- 7

3

6

10 CM

第 13図  1区 出土遺物実測図
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土層に含まれる遺物にも混乱がみられた。 しかし,数量的には第 1調査区に較べ圧倒的に多く

出土した。特に遺構面で検出された遺物の比率が高かった。各 トレンチから検出された土拡S

K001～ SK004に 包含された遺物には,土師質土器・ 瓦質土器・ 瓦片がある。第 2調査区では

この土拡のほかに平坦面東側の石垣下が注目される。石垣下の堆積土中から比較的集中して土

師質土器が出土 した。残存度の良くない石垣ではあるが,残 り部分中央には丁度排水口を設け

た如 くに窪みが認められ,こ こから流出した状態で検出された。多くは細片化していたが,土

師質の小皿・郭が中心であった。

第 2調査区の東南側にある谷筋からも多数の遺物を表面採取した。落葉を取り除くと,瓦片

・ 土師質土器片・磁器片などが多数散布しているのが認められる。日常雑器としての上師質小

皿・郭・備前焼の鉢・ 青磁や白磁の椀類が中心を占めていた。

尾野瀬神社付近からは瓦片が多数採集された。表面に苔の付着したものから磨耗したものま

で,或いは比較的形態のつかみやすいものから小片まで多数が採集された。また,最近おこな

われた公園化のための工事に伴って削り取られた断面から瓦片が出上 しているのが認められた。

瓦の出上 した層位は明確に区別できないが,深いところでは地表下約60～80cmま で混入してい

るのが認められる。

主な遺物

a.土製品類

土器 土器には土師質土器,須恵器,冗質土器 ,陶器,磁器があるが,須恵器,瓦質土器 ,

陶器,磁器は出土点数が少ない。土師質土器は第 1層 から遺構面まで平均 して出土し,量的に

も最も多い。器種には,皿・ 郭・椀・鍋・釜 。すり鉢・ 壷などがある。陶器には,す り鉢 。こ

ね鉢・甕などがある。すり鉢には備前焼のほかに上師質のものもある。 こね鉢には瓦質のもの

もある。磁器は宋代の青磁が中心で,器種から見ると椀が主である。瓦質土器も少量ではある

が出上している。椀 。こね鉢・ 郭 。などがある。

第・1調査区 一 土師質小皿 (1～ 4・ 6・ 7)・ 郭 (9)・ 瓦質小皿 (5)・ 須恵器郭 (8)・ 土

鍋脚が出上 した。小皿の器高はいづれも 1.5 cr以下である。国径は 6.5 cm～ 9.5 cmを測るもの

がある。いづれも底部はヘラ切り離しである。形態から分類すると,底部より口縁部にかけて

の立ち上がりがやや外反気味のもの(1～ 3),やや内傾気味のもの (4～ 7)に分類できる。

邪のうち実測できた 1点を図示したのが(9)で ある。体部に回転ナデの痕が明瞭に残っている。

(8)は須恵器の杯で,や はり1点のみ出土 した。体部には回転ナデによる調整がおこなわれて

いる。 (13)は土鍋の脚であるが,(14)は火鉢の脚と思われる。 (13)は ヘラ状工具による

ナデ仕上げが施され,(14)に は手捏ねを示す指圧痕が残っている。

第 2調査区 一 ここでは表採品のほかに遺構に伴う遺物も若干出土している。 SK001・ SK

002・ SK 003の各土拡からの出土品である。中心は土師質の上器で,小皿・杯が多い。高台

付の椀も若千見られる。
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0                      15 CM

第14図 SK001,(15～ 23),SK002(24～ 29)出土土器実測図
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2区 3(41～ 49)層 出土土器実測図
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第15図 SK003(30～ 40),
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5CM

第16図  2区 2層 (50～ 64)・ 石垣下 (65～ 76)出土遺物実測図
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rヽだ丼

15 CM

第17図  2区谷 (77～ 83),神社横表採 (84～ 87)土器実測図
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SK001-他 の上拡よりも沢山の遺物が出上 した。土師質小皿 (15～ 18)は底部回転ヘラ

切りである。全体として厚手で径もある。 (19)は土師質杯である。内外面に回転ナデの跡が

明瞭に残る。 (20。 21)は土師質椀である。磨耗著しく調整痕不明である。 (22)は瓦質の椀

と思われる。内外面に回転ナデ調整がおこなわれている。 (23)は土師質の鍋で,比較的薄手

である。

SK002-こ こから出土 した土師質小皿 (29)は外面に指頭圧痕をもつ特徴のあるもので

ある。 (24)～ (26)は土師質の郭である。 (25)は外面に回転ナデ調整の跡を残 している。

(27)は 皿又は郭の高台と思かれる。国府跡の調査では,平安末から鎌倉初頭に比定される

層からこのタイプの高台付皿が出上 しており,同 タイプと思われる。今回の調査では 1点のみ

出土 した。 (28)は 瓦質製品で,こ ね鉢と思われる。内外面に回転ナデの跡が見られる。

SK003-瓦 片や小礫とともに土師質小皿 (30)～ (38)と 土師質郭 (39。 40)が出土 し

た。 ともに底部回転ヘラ切りで,内外面ともに回転ナデ調整がおこなわれている。 (39)は 口

縁端部内側に凹線状の窪みをもっている。 (40)は器壁が極めて薄い特徴を有している。

第 3層 一 第 2調査区遺構面直上に位置づけられる。上師質小皿 (41042),上師質椀(43)

土師質郭 (44-46)及び瓦質郭(40)が出土した。内外面はともに回転ナデ調整がおこなわれ

ており,胎土・焼成の点でも遺構面上の遺物との時期差を見い出すことはできない。 (48)は

土師質のこね鉢である。内面に刷毛目調整の跡が観察できる。 (49)は土船質の短顕壷である。

頸部外面に指頭圧痕がめぐっているほか,内面には刷毛目が観察される。

第 2層 一 土師質小皿 (50)～ (60)が 多数を占める。底部の厚さ・体部の立ち上がり等多

様な形態のものがある。土師質杯には,器高に比べて回径の小さいもの(61)と大きいもの(62)

の2つ のタイプが出土 した。いづれも回転ヘラ切り離しである。 (63)は 瓦質の脚台付壷であ

る。第 2調査区谷筋で表採した(80)と 同一のものと思われる。 (64)は土師質鍋である。

石垣下 一 土師質小皿 (65)～ (69),土師質郭 (70～72),瓦質郭 (73),土鍋脚 (74～

76)な どが出上した。土師質小皿は比較的口径の小さなものが多い。土師質郭・ 瓦質郭ともに

回転ナデ調整・底部回転ヘラ切りである。

谷筋表採 一 土師質小皿 (77),土師質郭 (78079),瓦質土器 (80),備前焼の括鉢 (81

・83),壺 (82),土師質壺 (85),土師質羽釜 (84),青磁椀 (88～90),土師質火州監[(91)

土鍋脚 (92・ 93)な ど多様な器種が採取された。備前焼の編年から見ると,Ⅳ期のものと思わ
(4)

れるが,他の遺物がこれらに伴うものかどうかはわからない。

神社横表採 一 土師質悟鉢 (86・ 87)が採集された。

土製品 土製品は瓦のみで他の遺物は見られなかった。瓦も土器同様表面採集によるものが

多かった。特に平瓦・ 丸瓦は尾野瀬神社周辺から多くを採集 した。しかし,瓦全体の形態等を

把握できるだけの大きな破片は少なく,小片が大多数を占めた。

軒丸瓦 複弁八葉蓮華文 (第 19図 の 1)と二巴文 (第19図の2)が出上した。 1は第 1調査

-29-



91

95

0               10 CNI

第18図  2区谷表採遺物実測図

区 3層 より出土品である。中房の蓮子は7+1である。焼成は軟調で,淡黄茶色を呈す。径は

およそ14cmを 測る。磨滅が者しく遺存状態は良くない。 2は神社東側の谷筋第 1層から出上し

たものである。周縁は直立縁で高く,内側で内斜面を呈している。外区に連珠文を飾っている。

内区と外区を分ける線は,三巴文の尾が細長く延びてこれを兼ねているものと思われる。径は

約1&mを測る。胎上には砂粒を多く含んでいるが,焼成は良好で堅緻である。暗灰色を呈す。

軒平瓦 焼成は多様なものが出上 したが,文様は全て同一で菊花唐草文である。今回の調査

期間中に採集された軒平瓦の破片は7点を教える。瓦当部分は,3・ 4を除き女瓦 (モヤ )と

の接合部分で割れている。表採に負うところが大である。段顎形式と思われる。

丸瓦 玉縁付のものが多く見られるが,行基葺式のものは見られない。表採に負うところ大

である。

平瓦 小片が多く,全体的な形を把握することが容易ではない。形能・胎土・ 焼成から数タ

イプに分類できると思われる。

瓦を形能・胎土・ 焼成などにより分類すると,胎土・焼成から,砂粒を含まないが焼成がや

や軟調で黒灰色～淡灰色を呈するもの(A類 ),胎土に砂粒をあまり含まず焼成が軟調であり

＝
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第19図 軒丸・軒平瓦拓影及実測図
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第20図 平瓦拓影及実測図
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0               10 CM

第21図 平瓦・丸瓦実測図
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淡黄褐色を呈するもの (B類 ),砂粒を多く合

むが焼成は良好で堅緻なもの,暗灰色を呈す(C

類 )に 分類できる。また,調整の技法からは,

凹面に布目を有 し凸面に縄目の叩き痕があるも

の (I類 ),凹面に布目があるが凸面に叩き痕

のないもの (Ⅱ類 ),凹面に布目がなく凸面に

も叩き痕のないもの (Ⅲ類 )と 3種に分類でき

る。 304・ 7は A類 ,5は B類 ,6は C類に

分類できる。平瓦のうち,A類 ,B類は今回の

調査では出土していない。丸瓦についても同様

である。11は Ⅲ類 ,12・ 13・ 14は Ⅱ類に属する。

I・ Ⅱ・ Ⅲ類との関係は第 1表の如 くになる。

b。 金属製品類

A・ B・ C類 と

鉄釘 第 1調査区で出上 した鉄釘 (10～12)は いづれも破損 し

たものであるが,折曲頭式のものと思われる。第 2調査区から出

土した鉄釘は大 (94・ 95)中 (96・ 99・ 100)小 (97・ 98)の 3

種に分かれる。いづれも折曲頭式のものである。

銅銭 谷筋から1点のみが表採された。 (第22図

第22図 元豊通宝拓影

)初鋳年1078年の元豊通宝である。

昭和53年度におこなった墓ノ丸の調査が契機となり,尾 ノ背寺跡の調査が本格的におこなわ

れることになった。 とは言え,推定される寺域の広さに較べた調査面積の狭さ,遺構に伴う遺

物の乏しさ等から,寺域の確定や寺院の規模・ Jl■格等を限定することは極めて困難である。そ

こで,こ こでは今回の調査によって明らかになった数点の事項について述べてみたい。

先ず,尾 ノ背寺の創建年代・廃寺となった時期については,今回の調査でも残まながらこれ

を明確にする遺構の検出あるいは遺物の出土を見ることはできなかった。 しかし,遺物の大半

が示すところによれば,寺の存続期間は鎌倉時代初頭から室町時代に至る間と推定される。そ

の中心が現尾野瀬神社境内であることは,瓦片がここに集中して出土することからも明らかで

ある。M年度の第 1調査区で検出された建物礎石の尾ノ背寺における位置づけはなお明確では

ないが,第 2調査区の石列・ 石垣とも合わせて,尾ノ背寺の一画に位置することは間違いない

と思われる。さらに,第 2調査区南東に広がる谷筋に点在 している石垣は,ほ とんど壊れかか

っているとはいえ数段の平坦地を形成していたことを示している。建物遺構の可能性も十分考

表第

めとまⅣ

分類

瓦

胎土 。焼成 調 整 痕

A B C I Ⅱ Ⅲ

軒
丸
瓦

複弁八葉 ○

三 巴 文 ○

軒
平
瓦

正
文槌

革
菊
唐 ○ ○ ○ ○

丸

瓦
○ ○

平

瓦
○ ○ ○ ○
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えられる。また,神社すぐ下の通称「相撲取場」 と呼ば

れる平坦地にも注目しなければならない。平坦面東端の

石坦の残存度は良 くないが,平坦面としての残存状態は

良好で,礎石様の石が点在する。ここでも遺構の検出が

期待される。そして,今後最も注目しなければならない

が神社が建てられている平坦地であろう。その面積の広

さ,周辺から瓦片が集中して出土すること。神社裏には

礎石様の石が並んでいること等は,本堂跡としての可能

性を十分に残している。

このように,現在尾野瀬神社の在る平坦地から,今回

の調査地を含めて墓ノ丸までの一帯には平坦地や石垣が

多数検出される。この範囲が尾ノ背寺の寺域に該当する

と考えられるが,神社からさらに上方にも若子の平坦地

があり,「鐘撞堂」などの地面が残っていることから今  第23図

後検討されなければならないのであろう。

次に出土遺物の問題がある。今回の調査で出土した遺物の中心は土師質の小四・郭である。

底部の切り離しは回転ヘラ切りが大半を占めているが,小皿・郷 に各 1点づつ糸切りのものが

見られる。 (第23図 )こ の違いは,ヘ ラ切りの中に左回転ヘラ切りが大半を占めているが,小

皿・邪に各 1点づつ糸切りのものが見られる。 (第23図 )こ の違いは,ヘ ラ切りの中に左回転

のものが稀に見られることとは異なる意味をもっていると考えられる。すなわち,糸切りの製

品は,在地のものではなく,讃岐以外の地から持ち込まれたものと考えるのがその数量から言

っても妥当であろう。

今回の調査では,仏具の出上が見られず,寺の性の性格についても明らかにすることができ

なかった。

このように,尾 ノ背寺自体についてもまた
｀
多くの問題点が残されているが,今後の課題とし

ては,麓の集落あるいは善通寺との関係についても明らかにしてゆくことが必要であろう。讃

岐における中世寺院 (そ れも山岳寺院と呼ばれるような)の研究は緒についたばかりである。

今後より多くの調査がおこなわれるであろうが,中央大寺との関係はもとより,地方に於ける

寺院の役割りを解明することも忘れてはならない事項である。

こうした観点から,今後さらに尾ノ背寺の発掘調査がおこなわれ,そ の実体が明らかになる

ことを期待したい。

註(51 現在までに県下で確認されている糸切り技法の製品は,54年度に行われた国府

跡の調査を含めて数点を教えるにすぎない。摂河泉地域史研究会,『 摂河泉文化

資料』第19。 20号 摂河泉文庫 19803

＼＼学
|

fiミ▼ヽ
二,Iす

10CM

糸切り上器拓影・実測図
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昭和53年度 基ノ丸調査区

器 種 挿図番号 法 量 tn 形態,成形手法等の特徴 色 調

磁

　

器

白 磁

四耳壷
1

径

高

体部内外面に粘土ヒモの継ぎ目痕が明瞭。肩部に四
つの耳。頸部内面下端に沈線。

灰緑色

陶

器

霊 2
径 112 焼成良好堅徹。胎土精良で砂粒をほとんど含まない。

体部内外面ともに丁寧なヨコナデ。
淡青灰色～淡灰色

3
底 径

体部内面ヨコナデ,外面上半ナデ,底部付近横方向
のヘラ削り,底部ナデ調整。焼成やや軟質底部は瓦

質に近い。 1～ 2 mmの 砂粒をごく少量含む。

淡灰色～灰色須恵器

径

高

指で押さえて片口とする。焼成やや不良,体部はや

や軟質,砂粒をほとんど含まない。体部内外面とも
ナデ (ヨ コナデ)調整。

灰  色

5
底径120

体部外面にヘラによるナデ様の削り, 7テ 方向。体
部内面ヨコナデ。焼成良好堅緻 1～ 2 mm大の砂粒を

少量含む。

灰  色

昭和54年度 第 1調査区

器  種 挿図番号 法 量 に0 形態,成形手法等の特徴 色 調

土

師

質

土

器

小 皿 1

径

高

78
14

底部回転ヘラ切り。左回転。

微砂粒を含む。

磨耗著しく調整痕不明瞭。

白黄茶色

小 皿 2
径  96
高  16

底部回転ヘラ切り。

体部内外面ともに回転ナデ調整。

精製土。

暗茶褐色

小  皿 3
径

高

体部回転ナデ調整。

底部回転ヘラ切 り。
明茶色

小 皿 4
径

高

79
10

定部回転ヘラ切り。

体部内外面ともに回転ナデ調整。

微砂粒を含む。

赤茶色

4ヽ 皿 6
径  78
高  11

底部回転ヘラ切り。

体部回転ナデ調整。

精製土。

自黄土色

4ヽ 皿 7
径

高

底部回転ヘラ切 り。左回転

微砂粒を含む。

焼成やや不良。

黄茶色

不
径

高

底部回転ヘラ切り。

体部回転ナデ調整 ?磨耗著しく調整痕不明瞭。
淡黄土色
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器  種 挿図番号 法 量 修耐 形態,成形手法等の特徴 色 調

瓦
質
土
器

月ヽ 皿
径 lo 2
局  15

底部回転ヘラ切 り。

体部回転ナデ調整。

微砂粒を含む。
淡灰色

陶

　

器

外
径

高

須恵質。
まれに砂粒を含む。精製上。

焼成良好。堅徹。
淡灰色

第 2調査区 Aト レンチ

器 種 挿図番号 法 量 に耐 形態,成形手法等の特徴 色 調

上

師

質

土

器

イヽ 皿
径

高
底部回転ヘラ切り。体部やや外反。
回転ナデ調整。

明黄白茶色

月ヽ 皿
イ発  88
局  15

底部回転ヘラ切 り。微砂粒を含む。
焼成普通。内外面とも回転ナデ調整。

黄土色

巧ヽ 皿 17
径  86
高  13

底部回転ヘラ切り。

体部内外面とも回転ナデ調整。
ω淡黄土色

燃赤黄茶色

4ヽ 皿
径  92
局  i4

底部回転ヘラ切り左。体部内外面とも回転ナデ調整。
精製土。

明黄土色

不
径 128
局   34

体部内外面とも回転ナデ調整。底部ヘラ切 り。
微砂粒を含む。

灰白黄土色

瓦

質

椀
径

高
回転ヘラ切りの後付け高台。磨耗著しく調整痕不明。
焼成やや軟調。まれに 05～ 2mmの砂粒。

淡黄土色

椀 精製土。焼成やや軟調。 淡灰色

椀
径

高 回転ナデ調整。微妙粒を少 し含む。 淡灰色

土

師

質
鍋

精製土。体部内外面回転ナデ調整。
口縁部付近で外反し,指頭圧痕。

蠅茶褐色

lAl茶 色
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第 2調査区 Cト レンチ

品 種 挿図番号 法 量 C耐 形態,成形手法の特徴 色 調

土

師

質

土

器

不 底部回転ヘラ切り。磨耗著しく調整痕不明瞭。 黄土色

不

底部回転ヘラ切り。

磨耗著しく調整痕不明瞭,微砂粒を含む。

体部内外面ともに回転ナデ調整。

白黄土色

外
径

高

139

34

底部回転ヘラ切り。

体部内外面ともに回転ナデ調整,微砂粒含む。

焼成普通。

淡黄上色

外面底部付近に黒功

脚付皿 脚高 2.6
体部内外面ともに回転ナデ調整。

微砂粒を多く含む。焼成良好。
淡黄茶色

小 皿
径  87
高  1.3

体部外面に指頭圧痕。

底部回転ヘラ切り。

lFa黒褐色

珈赤茶色

瓦
質
土
器

こね鉢
体部内外面ナデ調整。

焼成やや軟調。
灰黒色

土

師

質

上

器

卜 皿
径

高

61
10

微砂粒を多く含む。

磨耗著しく調整不明。
黄茶色

小 皿
4登   64
高  1.3

微砂粒を少々含む。焼成良好。

底部回転ヘラ切 り,回転ナデ調整。
茶褐色

小 皿
径  56
高  10 焼成普通。底部回転ヘラ切り。 黄土色

小  皿
径

高

7.5

1,2
底部回転ヘラ切り。 明茶色

小 皿
径  7.8
高  1.1

底部回転ヘラ切り。体部内面回転ナデ調整。

微砂粒を多く含む。
黒褐色

小 皿
径  7.0
高  1.3

底部回転ヘラ切 り。

回転ナデ調整。
明黄茶色

おヽ 皿
径  73
高  09

微砂粒を含む。

体部内外面とも回転ナデ調整。
淡黄灰色
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器  種 挿図番号 法 量 Cn 形態,成形手法等の特微 色 調

土

師

質

土

器

小 皿
径

高
体部内外面とも回転ナデ調整。

底部回転ヘラ切り。
黄土色

小 皿
径  7.4
高  1.1

微砂粒 (ま れに 2～ 3 Dllll)を 多く含む。

底部回転ヘラ切り。
淡黄上色

不

径

高

砂粒を少々含む。

底部回転ヘラ切り。
黄土色

径 12.0
高  27

底部回転ヘラ切 り。

体部内外面とも回転ナデ調整。
淡黄色

3層 出 上

器  種 挿図番号 法 量 に0 形態,成形手法等の特微 色 調

土

一中

質

小 皿
径

高
内底に指頭圧痕。

底部回転ヘラ切り。
茶褐色

4ヽ 皿
径

高
回転ナデ調整。

微砂粒を含む。底部回転ヘラ切り。
淡赤茶色

椀
径

高
砂粒を含む。底部回転ヘラ切り。
後付け高台。

明黄茶色

不
径

高

11.6

2,7

砂粒を少々含む。

回転ナデ調整。
黄土色

不
径

高
体部内外面とも回転ナデ調整。

底部回転ヘラ切り。精製土。
淡黄土色

外
径

高
微砂粒を含む。

底部回転ヘラ切り。
明黄茶色

こね鉢
径

高
内外面回転ナデ調整。内面にはその後刷毛目。
砂粒を含む。黒斑あり。

黄土色

士蜜 口縁径
微砂粒を多く含む。

頸部外面に指頭圧痕。

肉黄茶色

卿茶褐色
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キ

器  種 挿図番号 法 量 に0 形態,成形手法等の特徴 色 調

瓦
質
土
器

る 47
ぞ登  180 微砂粒を含む。

焼成普通。

肉灰白色

坤白黄土色

第 2調査区 2層

器  種 挿図番号 法 量 に耐 形態,成形手法等の特微 色 調

土

師

質

土

器

対ヽ 皿
径

高 砂粒を少し含む。 淡黄茶色

小 皿
径  82
高  12

体部内外面とも回転ナデ調整。

底部回転ヘラ切り。
淡茶白色

小 皿
径 111
高  8.8

体部内外面,回転ナデ調整。

微砂粒を多く含む。底部回転ヘラ切り。
暗黄土色

小 皿
径

高

精製土まれに砂粒を含む。体部内外面回転ナデ。

焼成普通。底部回転ヘラ切り。
淡黄土色

小  皿
紀と   84
高  11 微砂粒を少量含む。 淡黄土色

小 皿
径

高
微砂粒を含む。精製土。

焼成普通。
淡白黄土色

小 皿
径  7.7
高  1.3

体部内外面回転ナデ調整,少量の微砂粒を含む精製

土。瞑部回転ヘラ切りのち板目痕。
白黄土色

小  皿
径

高
底部回転ヘラ切り。焼成普通。

微砂粒を含む。
黄土色

小 皿
径

高
精製土まれに微砂粒を含む。

瞑部回転ヘラ切 り。
黄土色

小 皿
径  7.6
高  1.3

底部回転ヘラ切 り,精製土,焼成普通。 黄白色

小 皿
径   8.8

高  1.1
精製土,底部回転ヘラ切り。

体部回転ナデ調整。
黄土色
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器  種 挿図番号 法 量 Cn 形態,成形手法等の特徴 色 調

土

自下

質

土

器

不
径

高
微砂粒を含む。焼成普通。 淡黄土色

不
径

高
170
35

砂粒を含む。焼成普通。底部回転ヘラ切り。

体部内外面ともに回転ナデ調整。
黄土色

鍋
径

高
0 5 mm程 度の砂粒を含む。焼成普通。 暗褐色

瓦
質
土
器

士霊

三種押型文をめぐらしている。37と 接合できると思
われる。口縁端部から体部上半はヘラ磨き。

体部内面下半はヨコナデ。精製土。

黒色～暗灰色

第 2調査区石垣下

器 種 捜図番号 法 量 Cn 形態,成形手法等の特徴 色 調

土

師

質

土

器

小 皿
径  7ユ
高  11

微砂粒を少々含む精製土。焼成良好。
底部回転ヘラ切り。

黄茶色

小 皿
径  7.0
局   1.1

微砂粒を含む。焼成良好やや堅緻。 黄土色

小 皿
径  74
高  14

定部回転ヘラ切り。微砂粒を含む。

焼成普通。体部内外面ともに回転ナデ調整。
淡白黄土色

オヽ 皿
径

高

微砂粒を少 し含む。焼成良好。
底部回転ヘラ切 り。体部回転ナデ調整。

淡茶色

小  皿
径

高

わずかに微砂粒を含む精整土。
焼成普通。底部回転ヘラ切り。体部回転ナデ。

黄土色

不
径

高

112
2.7

精製土。焼成やや堅緻。底部回転ヘラ切り。
褐色斑あり。体部回転ナデ調整。

黄土色

不
径

高
体部内外面とも回転 ラデ調整,微砂流を含む。
焼成普通。

淡黄土色

不
径

高
体部内外面ともに回転ナデ。微砂粒を含む。
焼成普通

淡黄土色
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器 種 挿図番号 法 量 Cn 形態,成形手法等の特徴 色 調

土
師
質
土
器

土鍋脚

７４

１

７６

微砂粒を含む。焼成良好。ナデ調整。

72ヘ ラによるナデ調整。

灰茶色

黄茶色

瓦
質
土
器

椀 精製土。焼成良好。肉厚に歪が多い。 黒褐色

2区谷表採

器 種 挿図番号 法 量 Cn 形態,成形手法等の特徴 色 調

土

師

質

土

器

小 皿
径  64
高  15

内底に指頭圧痕。微砂粒を含む。

底部回転ヘラ切り。

内)黒茶色

坤茶 色

椀
径

高

回転ナデ調整。微砂粒を含む。

焼成良好。
淡黄土色

瓦
質

土

器

外
径 134

精製土。焼成普通。 灰  色

壷  脚 底径 134
精製上。焼成良好。

脚部外に 3種の押型文。

58と接合できると考えられる。

黒色～暗灰色

陶

器

悟 鉢
径

高

体部内外面ともに回転ナデ調整。

カキロは下から上へ, 7本 まで確認できる。

備前焼。

暗茶褐色

橘 鉢
径 310 体部外面に粗い回転ナデ。口縁部に丁寧なナデ。

体部内面に回転ナデ。

5 mm程度の砂粒を多く含む。備前焼。

暗褐色～茶褐色

士質

径

高

体部内面に横ナデ。

刷毛目調整。備前焼。
茶褐色

土

師

質

土

器

羽 釜
径

高

鍔の下に指頭圧痕。体部内面に刷毛目。

微砂粒を多く含む。
暗茶色

宜

径

高
体部内外面に指頭圧痕。

焼成良好。砂粒を含む。
茶褐色

播 鉢
径

高

内面ナデのあとヘラ磨き,口縁端部はヘラによるナ

デ。カキロは 5本までが確認できる。

下から上へ (神社横表採)

黄褐色
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器 種 挿図番号 法 量 に耐 形態,成形手法等の特徴 色   調

土
師
質
土
器

掲 鉢
径

高

体部外面には皮状製品によるすり削 し。国縁端部は

ナデ。体部内面は刷毛目のあとカキロ下半は調整痕

不明 (神社横表採)

淡黄茶色

磁

器

青磁鉢 88 径 焼成良好。堅徹。無文
素地白色

淡緑色釉

青磁婉 径
焼成良好。堅緻。体部外面に。

タテ方向のヘラ描きによる文様。

素地自色

淡緑色釉

青磁婉 径
焼成良好。堅緻。

体部内外面にタテ方向のヘラ描き文様。

素地白色

淡緑色釉

土
師
質
土
器

脚

９‐

１

９３

微砂粒を含む。
91火鉢の足。

黄茶色

金 属 製 品 類

器 種 挿図番号 法 量 Ca 形態,成形手法等の特徴 色   調

鉄 釘

９４

‐

００

長さ
5,0■ 00
太さ
0.5´

卜V10

折頭式。
94 長さ10.2 cm, 太さ 0 8 cm。
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第 2調査区出土遺物 (土鍋,火抹の脚 )
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第 2調査区出土遺物 (鉄釘)
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